
史
」
（
一
九
○
三
）
は
、
片
倉
鶴
陵
に
よ
っ
て
狐
愚
症
例
の
詳
し
い
紹

介
を
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
い
く
つ
か
の
と
こ
ろ
で
狐
瀝
症
に
ふ

れ
、
前
記
『
奇
談
集
』
も
ほ
か
に
お
お
く
の
文
献
を
あ
つ
め
て
い
る

が
、
実
験
し
た
狐
想
症
例
に
つ
い
て
の
本
格
的
論
文
を
呉
先
生
は
か

か
れ
て
い
な
い
。

（
荒
川
生
協
病
院
）

吉
雄
種
満
（
一
八
三
八
’
一
八
八
二
）
の
訳
し
た
「
纈
帯
彙
編
」
は

明
治
七
年
三
月
に
官
許
を
得
な
が
ら
、
明
治
十
二
年
九
月
十
五
日
に

よ
う
や
く
東
京
須
原
屋
か
ら
出
版
し
て
い
る
。

五
冊
（
第
一
冊
三
五
丁
六
図
、
第
二
冊
二
四
丁
六
図
、
第
三
冊
二
七
丁
十

一
図
、
第
四
冊
十
八
丁
十
二
図
第
五
冊
図
版
）
か
ら
な
る
。
例
言
に
は

「
維
新
以
降
洋
学
ノ
隆
盛
前
時
一
一
超
出
ス
ル
ハ
天
下
ノ
知
ル
所
ナ
リ

即
チ
書
学
ノ
如
キ
窮
理
分
析
解
剖
生
理
病
理
ヨ
リ
内
外
諸
科
学
ノ
学

日
二
講
シ
月
二
明
二
精
妙
皆
至
し
り
、
而
シ
テ
諸
科
ノ
謹
言
モ
亦
多

シ
独
り
繩
帯
ノ
ー
科
世
ソ
ノ
書
一
一
乏
ク
其
業
ヲ
講
ス
ル
モ
亦
従
テ
便

ナ
ラ
ス
、
予
西
洋
一
千
八
百
六
十
九
年
刊
行
濁
逸
国
一
等
軍
書
ゴ
フ

レ
ス
氏
著
ス
処
「
フ
ル
バ
ソ
ド
、
エ
ソ
フ
ル
バ
ン
ド
、
イ
ン
ス
ト
リ

ュ
メ
ン
ト
」
ノ
害
ヲ
漬
ム
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
」
と
あ
る
。
原
著
者
の
ゴ

日
本
に
お
け
る
包
帯
の

歴
史
に
関
す
る
研
究

㈲
「
繍
帯
彙
編
」
の
原
典

蒲
原
宏
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■

ブ
レ
ス
は
ド
イ
ツ
人
で
は
な
く
フ
ラ
ン
ス
の
軍
医
で
あ
る
。
訳
書

の
原
著
者
は
、
ｏ
ｏ
印
の
“
〉
旨
い
の
嘗
巨
画
風
の
①
．
（
扁
呂
Ｉ
届
＄
）
で
、

原
著
は
厚
①
ｎ
国
８
口
。
唱
名
冨
骨
㈹
号
冨
且
侭
⑦
“
〉
冨
口
“
の
日
目
扇
昌

脚
噌
①
房
亀
凹
爵
昂
鯉
）
で
再
版
が
一
八
五
八
年
に
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
（
・
両
且
の
冒
騨
胃
刷
シ
・
葛
・
］
．
曽
菖
に
よ
る
）

が
国
回
旨
。
ｇ
鳥
ぐ
凹
昌
号
浄
の
①
門
号
周
ぐ
①
号
國
ロ
ｇ
①
旨
く
９
９
旨
早

目
“
胃
巨
目
の
貝
ｇ
）
Ｆ
の
丘
目
］
・
葛
．
ぐ
画
昌
Ｆ
ｏ
２
署
ｇ
届
＄
と
し
て
出

版
さ
れ
、
我
国
に
も
輸
入
さ
れ
た
。
現
在
、
松
江
日
赤
病
院
蔵
（
松

江
藩
医
学
館
旧
蔵
本
）
と
家
蔵
本
（
福
井
藩
明
新
館
旧
蔵
本
）
の
二
本
の

所
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

｜
‐
糊
帯
彙
編
」
は
一
○
四
頁
三
五
図
で
あ
る
が
、
蘭
訳
本
は
六
九

五
頁
八
一
図
で
、
訳
書
が
抄
訳
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ

と
に
骨
折
・
脱
臼
の
固
定
包
帯
、
創
傷
の
持
続
洗
浄
法
な
ど
、
原
著

の
後
半
四
分
の
三
に
は
全
く
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ギ
プ
ス
包

帯
の
項
も
全
く
訳
さ
れ
て
い
な
い
の
で
原
著
の
重
要
な
部
分
が
欠
落

し
た
よ
う
な
包
帯
学
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ゴ
フ
レ
ス
Ｃ
Ｏ
の
の
冒
冒
騨
号
①
．
①
。
穿
命
唖
扇
９
１
岳
＄
）
は
一
八

○
八
年
一
月
一
七
日
目
。
巳
。
ｇ
の
に
生
ま
れ
、
一
八
二
八
年
か
ら

聾
箇
閉
冒
揖
の
軍
医
学
校
で
教
育
を
受
け
、
一
八
三
○
年
に
筐
唱
９

に
行
き
、
一
八
三
一
年
に
は
、
○
秒
冒
切
と
巨
扁
の
病
院
勤
務
そ

の
後
Ｐ
昌
冒
①
名
の
Ｑ
３
号
岸
の
包
囲
戦
に
参
加
す
る
な
ど
の
戦

場
体
験
を
経
て
、
一
八
三
五
年
旨
。
国
５
①
罠
ｑ
大
学
で
学
位
を
取
得

す
る
。
一
八
四
一
年
に
は
冨
⑥
厨
の
軍
医
学
校
外
科
教
授
と
な
り

多
く
の
業
績
を
あ
げ
一
八
五
○
年
ま
で
在
任
し
て
い
る
。
そ
の
間
一

八
四
八
年
に
は
パ
リ
の
国
号
冒
｝
号
？
○
ぬ
‐
○
四
筐
ｏ
宮
の
外
科
主
任

に
も
併
任
さ
れ
て
い
た
。
一
八
五
二
年
に
は
再
び
堕
唱
閂
に
、
一

八
五
五
年
か
ら
は
昌
○
昌
胃
室
９
．
弓
。
巳
。
目
つ
い
で
一
八
五
八
年
に

は
ぐ
旨
、
ｇ
旨
の
“
に
勤
務
、
一
八
六
四
年
に
は
Ｏ
富
］
・
己
の
Ｆ
侭
ｑ
に

あ
っ
た
。
一
八
六
九
年
七
月
四
日
目
。
昌
○
目
の
。
で
死
亡
、
六
一
歳
。

著
作
と
し
て
は
、
前
記
の
包
帯
学
書
の
他
に
、

①
普
邑
昌
揖
旦
胃
③
号
唖
画
員
ｑ
①
い
）
Ｃ
Ｏ
貝
昌
騨
旨
〕
筐
号
目
。
三
。
こ
い
の
〕

扇
＄
Ｉ
届
ら
）
己
①
⑦
日
も
耳
、
①
ｇ
⑦
薄
色
目
日
昌
昼
匡
①
ｇ
官
冒
ｇ
‐

で
巳
命
日
①
胃

②
号
序
日
冒
涜
の
日
の
８
日
昌
呂
国
皀
匡
①
、
巨
農
①
切
号
冒
旨
．
冒
命
．

（
」
○
二
国
】
四
』
緯
‐
ロ
ｏ
Ｑ
ｏ
Ｑ
⑦
、
閂
裂
○
宮
二
○
匡
切
、
岸
、
心
画
）

③
厚
昌
①
号
冒
①
号
。
．
。
胃
恩
§
局
①
（
届
ｇ
）

男
女
泌
尿
器
の
手
術
的
治
療
法
に
つ
い
て
牙
邑
冒
命
言
煙
協
冒
品
）

と
の
分
担
執
筆
。
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④
聾
肖
庁
耳
鼻
日
①
昌
号
吻
坤
四
。
冒
蔚
、
号
ｍ
日
２
号
房
ぃ
旨
‐

浄
国
①
昌
厨
も
閏
畠
㎡
で
も
日
日
］
具
の
国
瞥
丘
①
畠
（
国
邑
２
号
号
⑦
３
や

』
、
吟
⑭
）

⑤
○
○
昌
丘
閏
昌
ｏ
易
匡
駕
ｏ
国
名
①
ｍ
》
耳
嘔
の
昌
骨
。
ぃ
２
日
ａ
‐

島
８
斤
ｍ
い
い
自
序
８
日
も
：
○
彦
巴
Ｏ
ｇ
亀
四
房
届
＄
）

と
し
て
一
連
の
経
験
症
例
を
両
の
。
、
号
日
の
目
．
号
日
ａ
・
の
言
．

日
筐
冒
胃
吻
目
．
ｘ
ロ
胃
》
×
弓
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
純
帯

彙
編
」
は
第
一
巻
で
は
外
科
器
械
・
撒
糸
・
布
巾
帯
の
種
類
、
と
ゲ

ル
テ
イ
（
Ｑ
２
身
）
に
よ
る
包
帯
の
分
類
が
紹
介
さ
れ
、
頭
頸
部
の

包
帯
で
は
マ
ョ
ー
ル
（
冨
旦
。
『
）
の
分
類
に
従
っ
て
い
る
。
明
治
五

十
二
年
前
後
に
も
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
書
を
介
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
外

科
と
い
う
十
九
世
紀
中
頃
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
科
学
界
を
リ
ー
ド

し
て
い
た
最
先
端
の
臨
床
技
術
が
受
容
さ
れ
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

訳
編
者
吉
雄
種
満
（
一
八
三
八
’
一
八
八
二
）
略
伝
諄
種
満
・
通
称

幸
沢
・
天
保
九
年
二
月
十
七
日
長
崎
に
生
ま
れ
る
。
父
は
三
代
目
吉

雄
幸
沢
（
一
八
一
三
’
一
八
四
七
）
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
か
ら
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
松
本
良
順
・
ボ
ン
。
へ
（
豈
貝
．
号
盲
目
；

９
（
冒
旨
屋
い
ぎ
日
胃
く
昌
昌
。
。
且
胃
ぐ
。
。
具
）
の
下
に
学
び
、
そ
の
後

佐
倉
の
順
天
堂
で
佐
藤
舜
海
に
従
学
し
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

十
月
長
崎
施
薬
外
科
と
な
る
が
慶
応
二
年
幕
府
の
長
崎
行
政
改
革
の

た
め
解
任
。
明
治
四
年
十
一
月
三
日
一
等
軍
医
副
、
明
治
八
年
六
月

三
日
陸
軍
二
等
軍
医
正
、
明
治
十
二
年
六
月
十
八
日
退
官
、
八
月
十

八
日
長
崎
検
疫
局
医
官
、
そ
の
後
長
崎
県
衛
生
会
委
員
、
医
術
開
業

試
験
委
員
な
ど
を
歴
任
し
た
。
長
崎
樺
島
町
吉
雄
家
四
代
目
で
あ

る
。
「
紺
帯
彙
編
」
陸
軍
の
軍
医
と
し
て
在
勤
中
に
編
訳
し
、
自
家

蔵
版
（
青
蕊
閣
）
と
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
二

月
二
七
日
四
四
歳
で
死
亡
し
て
い
る
。
（
古
賀
十
二
郎
西
洋
医
術
伝
来

史
二
○
○
’
二
○
一
頁
昭
和
十
七
年
日
新
書
院
刊
に
よ
る
。
）

故
古
賀
十
二
郎
氏
は
「
紬
帯
彙
編
」
を
、
吉
雄
種
満
の
例
言
を
そ

の
ま
ま
引
用
さ
れ
「
独
逸
国
一
等
医
官
ゴ
フ
レ
ス
氏
著
述
…
」
と
前

記
の
遺
著
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
訳
の
原
典
と
対
比
し
て
、
オ
ラ

ン
ダ
語
本
か
ら
の
翻
訳
で
は
あ
る
が
、
明
ら
か
に
フ
ラ
ン
ス
軍
陣
医

学
の
な
か
で
集
大
成
さ
れ
た
成
書
を
原
典
と
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス

医
学
系
の
翻
訳
害
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
ま
た
原
著
そ
の
も

の
が
十
九
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
包
帯
学
の
集
大
成
で
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
全
貌
の
翻
訳
で
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

（
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
）
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